
第
二
十
二
条
の
十
二
第
一
号
中
「
第
百
二
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
六
条
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
山
梨
県
職
業
訓
練
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
小
学
校
及
び
幼
稚
園
」
を
「
幼
稚
園
及
び
小
学
校
」
に
、
「
第
八
十

二
条
の
二
」
を
「
第
百
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
第
四
十
七
条
」
を
「
第
五
十
七
条
」
に
改
め
る
。

一

山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
四
号
）
第
六
条

第
二
項

二

山
梨
県
製
菓
衛
生
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
五
号
）
第
三
条
第
一

項
第
二
号

（
山
梨
県
私
立
学
校
法
等
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
山
梨
県
私
立
学
校
法
等
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
小
学
校
」
を
「
幼
稚
園
、
小
学
校
」
に
、「
、
特
別
支
援
学
校
及
び
幼
稚
園
」
を
「
及

び
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
第
八
十
二
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
三
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
七
号
」

を
「
第
二
十
七
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
中
「
第
八
十
二
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
三
十
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。

（
山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
山
梨
県
障
害
者
幸
住
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
山
梨
県
規
則
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
の
項
ハ
中
「
第
八
十
二
条
の
二
」
を
「
第
百
二
十
四
条
」
に
、
「
第
八
十
三
条
第

一
項
」
を
「
第
百
三
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
山
梨
県
立
看
護
大
学
短
期
大
学
部
学
則
（
平
成
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
六
十
九
条
の
二
」
を
「
第
百
八
条
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
看
護
大
学
学
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条
　
山
梨
県
立
看
護
大
学
学
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
中
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
八
十
三
条
」
に
改
め
る
。

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
…
…
…
…
一

規
則

○
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
山
梨
県
温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

○
山
梨
県
都
市
計
画
法
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
…
…
…
一
〇

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四

公
安
委
員
会

○
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

（
山
梨
県
調
理
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
調
理
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
十
七
条
」
を

●
「
第
五
十
七
条
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
九
年

十
月
十
九
日

号
外
第
七
十
三
号

金　曜　日



（
山
梨
県
立
大
学
大
学
院
学
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
山
梨
県
立
大
学
大
学
院
学
則
（
平
成
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
八
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
十
八

条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
六
十
七
条
第
二
項
」
を

●「
第
百
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
施

行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
号

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条
　
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
八
の
表
建
築
指
導
課
の
項
第
二
号
中
１３５
を
１３６
と
し
、
１２１
か
ら
１３４
ま
で
を
１２２
か
ら
１３５
ま

で
と
し
、
同
号
１２０
中
「
１２１
」
を
「
１２２
」
に
改
め
、
同
号
中
１２０
を
１２１
と
し
、
９０
か
ら
１１９
ま
で
を
９１
か
ら

１２０
ま
で
と
し
、
同
号
８９
中
「
第
六
十
八
条
の
五
の
五
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
の
六
」
に
改
め
、
同

号
８９
を
同
号
９０
と
し
、
同
号
８８
中
「
第
六
十
八
条
の
五
の
四
第
二
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
の
五

第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
８８
を
同
号
８９
と
し
、
同
号
８７
中
「
第
六
十
八
条
の
五
の
四
第
一
項
」
を

「
第
六
十
八
条
の
五
の
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
８７
を
同
号
８８
と
し
、
同
号
８６
中
「
第
六
十
八
条

の
五
の
二
第
二
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
中
８６
を
８７
と
し
、
８５
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８６

第
六
十
八
条
の
五
の
二
の
規
定
に
よ
る
特
定
建
築
物
地
区
整

○

備
計
画
の
区
域
内
の
容
積
率
制
限
の
例
外
の
認
定

第
二
条
　
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
四
の
表
み
ど
り
自
然
課
の
項
第
一
号
２４
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
２４
を
同
号
２８
と
し
、
同
号
２３
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
四

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
２３
を
同
号
２７
と
し
、
同
号
２２
中
「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
三
十
二
条
」

に
改
め
、
同
号
２２
を
同
号
２６
と
し
、
同
号
２１
中
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」

に
改
め
、
同
号
２１
を
同
号
２５
と
し
、
同
号
２０
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
号
２０
を
同
号
２４
と
し
、
同
号
１９
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
改
め
、
同
号

１９
を
同
号
２３
と
し
、
同
号
１８
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

号
１８
を
同
号
２２
と
し
、
同
号
１７
中
「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
号
１７
を
同
号

２１
と
し
、
同
号
１６
中
「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
号
１６
を
同
号
２０
と
し
、
同
号

１５
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
１５
を
同
号
１９
と
し
、
同
号
１４

中
「
第
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
十
八
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
１４
を
同
号
１８
と
し
、
同
号
１３
中

●「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
中
１３
を
１５
と
し
、
１５
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

１６

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
利
用
の
許
可
を
受
け

○

林
務
環
境

た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
又
は
分
割
の
承
認
　

事
務
所
長

１７

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
利
用
の
許
可
を
受
け

○

林
務
環
境

た
者
の
相
続
の
承
認
　

事
務
所
長

別
表
第
二
の
四
の
表
み
ど
り
自
然
課
の
項
第
一
号
１２
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第

二
項
」
に
改
め
、
同
号
１２
を
同
号
１４
と
し
、
同
号
１１
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
号
１１
を
同
号
１３
と
し
、
同
号
１０
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
号
１０
を
同
号
１２
と
し
、
同
号
９
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改

め
、
同
号
９
を
同
号
１１
と
し
、
同
号
８
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
号
８
を
同
号
１０
と
し
、
同
号
７
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

７
を
同
号
９
と
し
、
同
号
６
中
「
第
八
条
（
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
（
第
十
一
条
第
二
項
」

に
改
め
、
同
号
６
を
同
号
８
と
し
、
同
号
５
中
「
第
七
条
第
二
項
（
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条

第
二
項
（
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
５
を
同
号
７
と
し
、
同
号
４
中
「
第
七
条
第
一
項

（
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
（
第
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
中
４
を
６
と
し
、

３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
　
第
六
条
第
一
項
（
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

○
　

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
温
泉
掘
削
の
許
可
を
受
け
た
者
　

で
あ
る
法
人
の
合
併
又
は
分
割
の
承
認

５
　
第
七
条
第
一
項
（
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

○
　

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
温
泉
掘
削
の
許
可
を
受
け
た
者

山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

二



の
相
続
の
承
認

別
表
第
二
の
八
の
表
建
築
指
導
課
の
項
第
二
号
中
１３６
を
１３８
と
し
、
１２２
か
ら
１３５
ま
で
を
１２４
か
ら
１３７
ま

で
と
し
、
同
号
１２１
中
「
１２２
」
を
「
１２４
」
に
改
め
、
同
号
中
１２１
を
１２３
と
し
、
８５
か
ら
１２０
ま
で
を
８７
か
ら

１２２
ま
で
と
し
、
８４
を
８５
と
し
、
８５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８６

第
六
十
八
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
開
発
整
備
促
進
区

○

内
の
用
途
規
制
の
例
外
の
認
定

別
表
第
二
の
八
の
表
建
築
指
導
課
の
項
第
二
号
中
８３
を
８４
と
し
、
５４
か
ら
８２
ま
で
を
５５
か
ら
８３
ま

で
と
し
、
同
号
５３
中
「
第
四
十
八
条
第
十
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
号
中

５３
を
５４
と
し
、
５２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５３

第
四
十
八
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
用
途
規
制
の
特
例
の
　
○

許
可

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。一

　
第
一
条
の
規
定
　
公
布
の
日

二
　
第
二
条
中
次
号
に
掲
げ
る
規
定
以
外
の
規
定
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
日

三

第
二
条
中
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
別
表
第
二
の
八
の
表
の
改
正
規
定

平
成
十
九
年
十
一
月
三

十
日

山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号

山
梨
県
温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
温
泉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
温
泉
法
施
行
細
則
（
平
成
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
九
号
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
、「
第
九
号
様
式
」
を
「
第
十
三
号
様
式
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一

項
」
に
、「
第
八
号
様
式
」
を
「
第
十
二
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第

七
号
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
、「
第
七
号
様
式
」
を
「
第
十
一
号
様
式
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
第
七
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
、「
第
六

号
様
式
」
を
「
第
十
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
第
五
条
第
一

項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
第
五
号
様
式
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

省
令
第
八
条
第
一
項
の
申
請
書
　
温
泉
利
用
許
可
合
併
（
分
割
）
承
認
申
請
書
（
第
八
号
様
式
）

九
　
省
令
第
九
条
第
一
項
の
申
請
書
　
温
泉
利
用
許
可
相
続
承
認
申
請
書
（
第
九
号
様
式
）

第
二
条
第
四
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
六
号

様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
条
」
を
「
第
五
条
」
に
、「
第

三
号
様
式
」
を
「
第
五
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
二

号
を
加
え
る
。

三

省
令
第
三
条
第
一
項
の
申
請
書
　
温
泉
掘
削
（
増
掘
・
動
力
の
装
置
）
許
可
合
併
（
分
割
）
承

認
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）

四

省
令
第
四
条
第
一
項
の
申
請
書
　
温
泉
掘
削
（
増
掘
・
動
力
の
装
置
）
許
可
相
続
承
認
申
請
書

（
第
四
号
様
式
）

第
九
号
様
式
を
第
十
三
号
様
式
と
し
、
第
八
号
様
式
を
第
十
二
号
様
式
と
し
、
第
七
号
様
式
を
第
十

一
号
様
式
と
す
る
。「

第
六
号
様
式
中
　
　

「
を

」

に
改
め
、
同
様
式
を
第
十
号
様
式
と
す
る
。

」

「

第
五
号
様
式
中
　
　

「

山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

三

温
泉
を
公
共
の
浴
用
又
は
飲
用
に
供
す
る
場
所

温
泉
利
用
施
設
の
場
所

温
泉
利
用
施
設
の
名
称

温
泉
の
利
用
場
所



を
」

に
改
め
、
同
様
式
を
第
七
号
様
式
と
し
、
同
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加

」

え
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

四

温
泉
利
用
施
設
の
場
所

温
泉
利
用
施
設
の
名
称



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

五

第８号様式（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

六

第９号様式（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

七

第
四
号
様
式
を
第
六
号
様
式
と
す
る
。

「

第
三
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　

「
を

」

に
改
め
、
同
様
式
を
第
五
号
様
式
と
す
る
。

」

第
二
号
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

工
事
完
了
（
廃
止
）
日

工
事
完
了
（
廃
止
）
の

年
月
日

掘
削
の
工
事
に
よ
り
温

泉
が
ゆ
う
出
し
た
場
合

は
、
そ
の
旨

年
　
　
　
月
　
　
　
日

年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　
　



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

八

第３号様式（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

九

第４号様式（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

一
〇

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
十
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
温
泉
法
施
行
細
則
の
規
定
に
基

づ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
温
泉
法
施
行
細
則
の
規
定

に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号

山
梨
県
都
市
計
画
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
都
市
計
画
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
都
市
計
画
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
都
市
計
画
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
第
三
十
四
条
第
九
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第

十
一
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

八

法
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
書

建
築
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
用
途
の

変
更
又
は
第
一
種
特
定
工
作
物
の
新
設
協
議
書
（
第
六
号
様
式
の
二
）

第
二
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
書

開
発
行
為
協
議
書
（
第
一
号
様
式
の

二
）

第
一
号
様
式
中
「
第
３
４
条
第
９
号
」
を
「
第
３
４
条
第
１
３
号
」
に
、「
ま
た
は
名
称
」
を

「
又
は
名
称
」
に
、「
お
よ
び
代
表
者
名
」
を
「
及
び
代
表
者
名
」
に
、「
お
よ
び
地
番
」
を
「
及
び

地
番
」
に
、「
お
よ
び
地
積
」
を
「
及
び
地
積
」
に
、「
お
よ
び
内
容
」
を
「
及
び
内
容
」
に
、「
工

事
着
工
お
よ
び
」
を
「
工
事
着
工
及
び
」
に
、「
ま
た
は
、」
を
「
又
は
」
に
、「
ま
た
は
土
地
」
を

「
又
は
土
地
」
に
、「
ま
た
は
変
更
」
を
「
又
は
変
更
」
に
、「
ま
た
は
組
合
」
を
「
又
は
組
合
」
に
、

「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
行
な
わ
れ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
、「
お
よ
び
会
社
」
を
「
及
び

会
社
」
に
、「
農
地
ま
た
は
」
を
「
農
地
又
は
」
に
、「
許
可
ま
た
は
」
を
「
許
可
又
は
」
に
、「
ま

た
は
建
物
を
」
を
「
又
は
建
物
を
」
に
、「
ま
た
は
建
築
物
」
を
「
又
は
建
築
物
」
に
、「
ま
た
は
建

築
行
為
」
を
「
又
は
建
築
行
為
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

た
は
建
物
を
」
を
「
又
は
建
物
を
」
に
、「
ま
た
は
建
築
物
」
を
「
又
は
建
築
物
」
に
、「
ま
た
は
建

築
行
為
」
を
「
又
は
建
築
行
為
」

を

を

に
、

に
、

を

●「
又
は
名
称
」
に
、「
お
よ
び
代
表
者
名
」
を
「
及
び
代
表
者
名
」
に
、「
お
よ
び
地
番
」
を
「
及
び

地
番
」
に
、「
お
よ
び
地
積
」
を
「
及
び
地
積
」
に
、「
お
よ
び
内
容
」
を
「
及
び
内
容
」
に
、「
工

事
着
工
お
よ
び
」
を
「
工
事
着
工
及
び
」
に
、「
ま
た
は
、」
を
「
又
は
」
に
、「
ま
た
は
土
地
」
を

●「
又
は
土
地
」
に
、「
ま
た
は
変
更
」
を
「
又
は
変
更
」
に
、「
ま
た
は
組
合
」
を
「
又
は
組
合
」
に
、

●「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
行
な
わ
れ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
、「
お
よ
び
会
社
」
を
「
及
び

会
社
」
に
、「
農
地
ま
た
は
」
を
「
農
地
又
は
」
に
、「
許
可
ま
た
は
」
を
「
許
可
又
は
」
に
、「
ま

「
第
３
４
条
第
９
号
」
を
「
第
３
４
条
第
１
３
号
」
に
、「
ま
た
は
名
称
」
を

第
一
号
様
式
中

をを

を

を

を

を

を

を

を

に
、

に
、

に
、

に
、

に
、

に
、

に
、

に
、

を

を

を

に
、

に
、

に
、

に
、

に
、

に
、

に
、

に
、

を

を

を

を



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

一
一

第１号様式の２（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

一
二

第
六
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

一
三

第６号様式の２（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
七
十
三
号
　
　
平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

一
四

（
山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則
第

三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
一
号
と
し
、
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を

第
二
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
庁
舎
、
研
究
所
」
を
「
研
究
所
、
試
験
所
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
が
そ

の
事
業
」
を
「
第
百
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事
業
者
が
同
項
に
規
定
す
る
認
定

電
気
通
信
事
業
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
号
を
第
四
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
三
号
ず

つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
一
号
中
「
同
項
第
十
四
号
」
を
「
同
項
第
十
六
号
」
に
、「
第
二
条
第
八

項
に
規
定
す
る
ガ
ス
事
業
の
用
に
供
す
る
同
条
第
十
二
項
」
を
「
第
二
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、「
ガ

ス
工
作
物
を
設
置
す
る
」
の
下
に
「
施
設
で
あ
る
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
一
号
を
第
八
号
と
し
、

第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
五
条
中
「
第
三
条
第
八
号
」
を
「
第
三
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
三
号

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
収
入
証
紙
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
百
八
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
百
八
十
一
の
二
　
土
地
の
掘
削
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の
承
認
申
請
手
数
料

別
表
第
二
百
八
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
百
八
十
二
の
二
　
ゆ
う
出
路
の
増
掘
又
は
動
力
の
装
置
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の
承
認
申

請
手
数
料

別
表
中
第
二
百
八
十
三
号
の
二
を
第
二
百
八
十
三
号
の
三
と
し
、
第
二
百
八
十
三
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

二
百
八
十
三
の
二
　
温
泉
の
利
用
の
許
可
を
受
け
た
地
位
の
承
継
の
承
認
申
請
手
数
料

別
表
第
三
百
六
十
号
中
「
農
業
大
学
校
入
校
試
験
料
」
を
「
農
業
大
学
校
入
学
検
定
料
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
百
十
六
号
中
「
用
途
地
域
」
を
「
用
途
地
域
等
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
百
二
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
二
十
九
の
二
　
開
発
整
備
促
進
区
に
お
け
る
建
築
物
の
建
築
等
に
関
す
る
制
限
の
適
用
除
外
に

係
る
認
定
申
請
手
数
料

別
表
第
四
百
三
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
百
三
十
の
二
　
特
定
建
築
物
地
区
整
備
計
画
の
区
域
に
お
け
る
建
築
物
の
容
積
率
の
特
例
認
定
申

請
手
数
料

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。一

　
別
表
第
三
百
六
十
号
の
改
正
規
定
及
び
同
表
第
四
百
三
十
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定

公
布
の
日

二
　
別
表
第
二
百
八
十
一
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
表
第
二
百
八
十
二
号
の
次
に
一

号
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
表
中
第
二
百
八
十
三
号
の
二
を
第
二
百
八
十
三
号
の
三
と
し
、
第

二
百
八
十
三
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　

三
　
別
表
第
四
百
十
六
号
の
改
正
規
定
及
び
同
表
第
四
百
二
十
九
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規

定
　
平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
二
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
十
月
十
九
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長

鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
七
号
中
「
留
置
場
」
を
「
留
置
施
設
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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